
　　　　

2025 年 1 月 14 日

 学校のある
日

学校休業日

9
9

時 0 分から
17
16

時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・季節行事（節分・お花見・七夕・ハロウィン・クリスマス等）
・月光天文台プラネタリウム見学、クッキング、外出
・レクリエーション遊び

（別添資料１）

家族支援

定期的な面談を行います。保護者の方からの相談、子育てしやすい環境作りを
一緒に考えて行きます。成長の基盤はご家庭ですが、我々もサポートします。 移行支援

・地域の学童への移行
・将来を見据えた支援（自力下校、お留守番できる、役割、お手伝い）
・成人期へ向け地域で安心して暮らす事ができるよう繋ぐ役割を持つ

地域支援・地域連携

・他機関、学校、行政との連携
・地域のイベントへの参加
・自立支援協議会に参加

職員の質の向上

・ケースの事例検討（勉強会、処遇方針の確認、虐待防止研修）
・事業所内、外研修への参加
・支援の質を向上する目的での他事業所との連携（合同研修）

支　援　内　容

・基本的習慣（食事、睡眠、排泄）、身辺自立（衣類の調節、身だしなみ）
・活動を通して人との関わり方、コミュニケーションスキル（挨拶がしっかりできる）、社会性を学んでいきます。
・普段はできない経験（長期休みに、クッキングや外出、買い物）

・お散歩、戸外遊び（粗大運動）
・身体の使い方（姿勢、咀嚼）
・道具の使い方（手先の感覚、目と手の協応作業）
・個々の感覚過敏に応じた環境調整

本
人
支
援

・優先順位事項を学ぶ（机に向かう習慣、宿題、やるべきことへの習慣化）                      　　　　・力の加減、声の大きさ
・必要に応じた視覚支援（日課の提示、時間を見る、見通しを持つ、ルールの可視化）
・パーソナルスペースを学ぶ（危険予測、認知、自他の区別、善悪の判断）
・私物管理（物をなくさない、決められた場所にしまう、借りた物を返す）
・必要な場面での挨拶を学ぶ（お礼、依頼、了承を得る、身振り・手振りでの個別的な表現）
・話を正しく聞いて理解する、言葉で伝える力を養う（意思疎通支援、見る力、聞く力を育む）
・自分の状況を発信できる（体調不良、必要な援助要請ができる、経緯の説明ができる）

・遊びを通してルールを学ぶ（他者理解、協調性、気持ちのコントロール、折り合い、調整する力）
・公共の場、施設でのマナー、社会的ルールを理解する（図書館、文化センター、電車、バス）
・異年齢での交流（交代、順番）
・役割を果たす経験（約束を守る、責任感、社会の役に立つイメージを持つ）

支援方針

１・安心、安全を選択できる事。２・日常生活の中で社会性を育む事。３・遊びを通してルールやマナーを獲得する事。４・働く大人をイメージして自立（自律）を促す事。
1～4の視点を軸に、お子様の発達段階に応じて、丁寧なアセスメントと支援目標を立てて行きます。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 利用されるお子様を主体に、ご家族の気持ちに寄り添い安心で楽しい時間を提供します。また、将来の姿をイメージしてお子様の発達を促進します。

事業所名 放課後等デイサービス　向日葵 作成日 支援プログラム（参考様式）



こども医療

学校

・相談支援
・行政
（障がい福祉課・子育て支援課）

・他事業所

ご家族
父・母・兄弟
（食事・睡眠・排泄

休息・団らん）

①健康・生活

②運動・感覚 ③認知・行動
④言語・
コミュニケーション

⑤人間関係・社会性

向日葵の役割・支援方針

おじいちゃん
おばあちゃん
親戚

ご家族と一緒にこどもの成長を
サポートします

向日葵の支援方針

1.安心、安全を選択できること
2.日常生活の中で社会性を育むこと
3.遊びを通してルールやマナーを獲
得すること
4.働く大人をイメージして自立
（自律）を促すこと

私たちは、支援の質の向上を図りな
がら、子どもの育つ権利を守ります。

地域活動
・友達

・習いごと
・学童
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